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当院は2012年に西宮市に開
業し、整形外科、リハビリ

テーション科、リウマチ科を標榜。
通所リハビリ、訪問リハビリ、訪問
看護、居宅介護支援事業といった
介護事業も展開し、スタッフは診
療放射線技師、理学療法士、作業
療法士、介護福祉士、健康運動実
践指導士、ケアマネジャー、医療
事務など49人が在籍しています。
私は開院以来、事務長としてレ

セプトチェックやスタッフ教育、
労務管理、地域連携のための広報
活動、新規事業立ち上げなどに携
わってきました。当院の理事長は
40代と若いこともあり、新しいこ
とへの積極的なチャレンジを推奨
しています。「やらずにできないと
は言わない」という言葉をよく使
い、何事も短期間でスピーディー

に結果を出すことが求められます。
そのため、私も「患者ファースト」
の理念に沿うように、何でもやっ
てみることを大切にしています。
通所リハや訪問リハの開設が決

まった際も、市役所などに問い合
わせて必要な手続きをすぐに行い
つつ、地域への広報活動をスター
トしました。また、開所後も新規
利用者の方がどのルートで当院を
知ったのか、どこから紹介を受け
たか、リハビリを受けた感想など
のデータを蓄積し、それを基に紹
介元には必ず連絡して挨拶したり、
定期的に訪問して様子を聞いたり
といった取り組みを続けました。
データに少しでも変化があれば
すぐにヒアリングを行い、不満や
苦情があった場合は人員配置や対
応マニュアルを見直すなど、改善
も欠かせません。理事長の決済が
早いので、こうした修正や改善を
即日で対応できるのも当院の長所
です。こうした積み重ねの結果、
新規利用者は減ることなく、微増
を維持しています。
一方で、経営面では既存患者さ

んのキャンセル予防といったリピー
ト増も大切です。そこで、患者さ

挑戦と軌道修正を繰り返し
経営をサポート
牛根弘貴氏
医療法人社団高遼会 
たかひろクリニック事務長

んが帰る際の次回予約の確認や、
キャンセルに関する対応をマニュ
アルとして整備しています。連絡
なしでキャンセルされた場合は直
接連絡し、状況確認や次回は気を
つけていただくよう丁寧にお伝え
するように努めています。
これらの日々の取り組みは、私が
中心となって仕組みを整えますが、
試行錯誤を間近で見ているスタッ
フから建設的な意見が出ることも
増えてきました。もともと、360
度人事評価を導入していることも
あり、意見を言いやすい雰囲気が
醸成しているのも背景にあるのだ
と思います。良い意見はすぐに採
用するので、スタッフも主体的に
仕事をするようになり、離職率も
どんどん低下しています。
現状、診療報酬は年々厳しくなっ
ていますので、こうしたチャレン
ジや改善の積み重ねなしでは、人
材不足でさらに高くなっていく人
件費を賄うことが難しくなってい
くでしょう。これからも新しいこ
とに挑戦し続けられるよう、経営
面でサポートするのが私の仕事だ
と思っています。
理事長は、医師としての使命を
全うしながら経営も考えなくては
いけない立場ですが、医師しかで
きない診療業務にある程度専念で
きるよう舵取りができる、そんな
事務長を目指しています。

診療所事務長はどんな仕事をしているのか。そんな疑問
に、一般社団法人診療所事務長会のメンバーが答える。
11回目は医療法人社団高遼会の牛根弘貴氏だ。

一般社団法人診療所事務長会
https://cl-manager.com/
2016年1月発足の診療所事務長の会。
診療所事務長や院長などが集まり月1回の
勉強会を開催しているほか、日々の仕事につ
いても互いに助け合っている

うしね・ひろき●大阪リゾート&スポーツ専門
学校を卒業後、大阪府堺市にある整形外科が
メーンの病院に就職。リハビリ助手として面接を
受けたが、医事課に配属され医療保険請求業
務に特化して事務経験を積む。趣味のサッカー
を通じて現院長と知り合い、2014年より現職。
関連病院の統括事務長も兼務する

診療所事務長の仕事術第11回


